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WB 1:1000-1:5000,IHC 1:500-1:2000

Calculated MW:59 kDa; Observed MW:59 kDa
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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子によってコードされるタンパク質は、アルデヒド脱水素酵素遺伝子ファミリーのサブファミリー7に属します。これらの酵素は、アルコール代謝および脂質過酸化によって生成されるアルデヒドの解毒において主要な役割を果たすと考えられています。この特定のメンバーは、以前報告されたグリーンピース由来のタンパク質、26gエンドウ膨圧タンパク質と相同性を有しています。また、ミトコンドリアマトリックスで起こることが知られているリジン分解にも関与しています。最近の報告によると、このタンパク質は細胞質とミトコンドリアの両方に存在し、これら2つの形態はおそらく代替翻訳開始部位の利用によって生じていると考えられます。この遺伝子には、異なるアイソフォームをコードする別のバリ​​アントも見つかっています。この遺伝子の変異は、ピリドキシン依存性てんかんと関連しています。また、関連する偽遺伝子もいくつか同定されています。[RefSeq提供、2011年1月]
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	-
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	ALDH7A1 抗体 (1:1000 希釈) を使用した Hela 細胞溶解物中の ALDH7A1 のウェスタン ブロット検出。
	

	AMRe87670 を 1:2000 で使用してマウス腎臓組織抽出物をウェスタン ブロット分析しました。

